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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

９
月
27
日
、
地
公
三
単
産
・
地

公
退
高
齢
者
集
会
が
日
本
教
育
会

館
で
、
翌
28
日
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク

ホ
ー
ル
で
全
国
高
齢
者
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
公
退
集
会
で
は
、
西
沢
地

公
退
会
長
は
挨
拶
で
「
増
加
す

る
貧
困
高
齢
層
の
問
題
は
深
刻

だ
。」
と
指
摘
、
川
端
地
公
退
事

務
局
長
は
「
政
府
の
各
種
審
議

会
は
政
府
の
意
向
を
追
認
す
る

だ
け
の
機
関
に
な
っ
て
い
る
。

社
会
保
障
審
議
会
は
そ
の
典
型

だ
が
、
我
々
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
よ
う
努
力
す
る
。」
と
活
動

の
焦
点
と
目
標
を
示
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
元
外
務
省
国
際
情

テ
ー
マ
に
記
念
講
演
。「
安
倍
は
歴

代
首
相
で
最
低
。
嘘
つ
き
。
ア
メ

リ
カ
世
論
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
に
傾
い

て
い
る
が
、
安
倍
は
米
金
融
界
と

軍
産
複
合
体
の
意
を
受
け
て
Ｔ
Ｐ

Ｐ
推
進
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
点
は
国

家
主
権
が
な
く
な
る
こ
と
。
Ｉ
Ｓ

Ｄ
（
投
資
家
・
国
家
・
紛
争
）
条

項
が
問
題
だ
。
国
家
や
行
政
の
規

制
等
に
よ
り
企
業
利
益
が
損
な
わ

れ
た
場
合
、
訴
訟
を
起
こ
し
国
家

等
か
ら
補
償
金
を
取
れ
る
多
国
籍

企
業
に
有
利
な
制
度
だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
『
投
資
家
と
グ
ロ
ー
バ
ル
株
主

の
夢
』
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
日
本
の
誇
る
国
民

皆
保
険
が
崩
壊
す
る
。」
と
、
警
鐘

を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　

全
国
集
会
で
は
、

連
合
の
曖
昧
な
ス
タ

ン
ス
と
異
な
り
、
退

職
者
連
合
は
「
原
発

再
稼
働
反
対
、
軍
事

費
優
先
と
社
会
保
障

費
削
減
反
対
、
反
貧

困
、
憲
法
改
悪
阻
止
、

ス
ト
ッ
プ
安
倍
政
治
」

の
姿
勢
を
明
確
に
し
、

集
会
後
、
西
神
田
公

園
ま
で
の
デ
モ
で
沿

道
に
訴
え
ま
し
た
。

反戦争・脱原発
安倍政権の退陣
闘う姿勢を堅持

高齢者集会
旧古河庭園洋館と秋バラ

報
局
長
・
孫
崎
享
氏
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
で
日
本
社
会
は
ど
う
な
る
か

～
国
家
主
権
を
め
ぐ
る
岐
路
」
を

後楽園前をデモ行進する自治退の隊列
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電
通
が
自
民
党
の
Ｐ
Ｒ
を
請
負

い
、
耳
障
り
の
言
い
フ
レ
ー
ズ
を

ま
き
散
ら
し
て
い
る
が
、
実
質
賃

金
は
自
民
党
政
権
後
、
７
％
も
下

が
っ
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
３
位
な
の
に
、

子
供
の
貧
困
率
は
17
％
。
西
側
の

経
済
協
力
機
構
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国

中
、
下
か
ら
４
番
目
。
子
供
の
貧

困
率
が
高
い
の
は
社
会
保
障
制
度

が
不
十
分
だ
か
ら
だ
。

　
「
父
も
祖
父
も
で
き
な
か
っ
た
憲

法
改
正
を
や
り
た
い
」
と
、
憲
法

改
正
に
突
き
進
ん
で
い
る
。
安
倍

政
権
の
閣
僚
は
日
本
会
議
だ
ら
け
。

　

一
方
、
マ
ス
コ
ミ
は
正
し
い
報

道
を
し
て
い
な
い
。
圧
力
で
辛
口

の
キ
ャ
ス
タ
ー
が
次
々
と
降
ろ
さ

れ
て
い
る
。
政
治
は
批
判
が
な
く

な
れ
ば
民
主
主
義
で
は
な
く
な
る
。

　

安
倍
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
反

知
性
主
義
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
だ
。

　

安
倍
は
歴
史
修
正
主
義
だ
。
東

京
裁
判
を
受
入
れ
て
講
和
条
約
を

結
ん
だ
歴
史
を
否
定
し
て
い
る
。

　

自
民
党
改
憲
草
案
は
、
個
人
主

義
・
近
代
思
想
を
否
定
、

国
家
主
義
へ
向
か
う
も

の
だ
。
安
倍
は
国
民

に
「
い
の
ち
を
懸
け
ろ
」

と
言
う
。
政
治
は
国
民

の
命
を
守
る
こ
と
が
基

本
。
安
倍
は
政
治
の
基

　

11
月
に
予
定
し
て
い
た
親
睦
旅

行
は
、
参
加
者
が
最
低
目
標
に
達

す
る
可
能
性
が
な
い
た
め
、
残
念

で
す
が
、
中
止
に
し
ま
す
。

　

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方
に
は
、

お
詫
び
の
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
年
連
続
の
中
止
を
深
刻
に
受

け
止
め
、
参
加
希
望
が
少
な
い
原

因
の
究
明
を
含
め
て
、
今
後
ど
う

す
る
か
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

今
年
も
親
睦
旅
行
中
止

　
「
歩
こ
う
会
」
９
月
は
鎌
倉
の
静

か
な
穴
場
「
扇
ガ
谷
と
源
氏
山
周

遊
」
の
予
定
で
し
た
が
、
当
日
の

９
月
13
日
は
朝
か
ら
雨
。
足
元
の

こ
と
も
考
慮
し
、
中
止
し
ま
し
た
。

　
「
雨
の
鎌
倉
散
歩
も
い
い
か
な
」

と
ダ
メ
も
と
で
出
か
け
た
方
か
ら
、

鎌
倉
は
ほ
と
ん
ど
傘
い
ら
ず
、
か

え
っ
て
観
光
客
も
少
な
く
、
静
か

な
鎌
倉
を
楽
し
め
た
と
の
報
告
。

　

次
回
は
、
11
月
14
日
、「
武
蔵
国

分
寺
跡
と
お
鷹
の
道
」
の
予
定
で

す
。
西
国
分
寺
駅
か
ら
概
ね
５
Km

約
１
時
間
半
程
度
の
コ
ー
ス
で
す
。

「
歩
こ
う
会
」

11
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

武
蔵
国
分
寺
跡
と
お
鷹
の
道

学習交流会

　

９
月
９
日
、「
日
本
政
治
の
現
状
と
参
議

院
選
後
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
清
掃
会

館
で
学
習
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。
講
師

は
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
同
代
表
藤
本
泰
成

さ
ん
。
安
倍
政
治
の
問
題
点
や
こ
れ
か
ら

の
闘
い
へ
向
け
た
課
題
等
に
つ
い
て
、
熱

を
込
め
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
24
名
。
学
習
会
後
の
懇
親
会
も
盛

上
り
、
有
意
義
な
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

藤本講師

本
理
念
す
ら
捨
て
て
い
る
。

　

自
民
党
は
東
日
本
大
震
災
等
を

例
に
「
緊
急
事
態
条
項
」
を
改
憲

に
突
破
口
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

毎
日
新
聞
の
調
査
で
は
、
東
北
の

被
災
37
自
治
体
中
「
緊
急
事
態
条

項
が
必
要
」と
回
答
し
た
の
は
た
っ

た
１
自
治
体
だ
け
だ
っ
た
。

　

川
内
原
発
の
基
本
振
動
値
は
620

ガ
ル
。
宮
城
内
陸
地
震
の
振
動
は

３
千
ガ
ル
、
し
か
も
、
未
知
の
断

層
だ
っ
た
。
伊
方
原
発
は
地
震
の

巣
・
中
央
構
造
線
上
に
あ
る
。
危

険
で
な
い
わ
け
が
な
い
。
原
発
再

稼
働
阻
止
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

安
倍
政
権
の
本
質

批
判
を
許
さ
な
い
政
治

反
知
性
主
義
の
政
治
感
覚

参
議
院
選
挙
と
改
憲

原
発
再
稼
働
は
論
外

戦
後
最
悪
の
安
倍
政
権

　

本
質
は
フ
ァ
シ
ズ
ム

　

政
権
打
倒
を
掲
げ
闘
お
う
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９
月
９
日
に

開
催
し
、
①
当

日
午
後
行
っ
た

学
習
交
流
会
と

懇
親
会
の
役
割

分
担
、
②
秋
の

親
睦
旅
行
実
施

　

昭
和
運
輸
に
よ
り
13
年
３
月
25

日
に
不
当
解
雇
さ
れ
、
３
年
６
月

に
わ
た
り
「
不
当
解
雇
撤
回
・
職

場
復
帰
」
に
向
け
て
闘
っ
て
き
た

３
名
の
リ
ー
ダ
ー
格
自
治
労
組
合

員
の
宮
川
巧
さ
ん
29
歳
が
、
今
年

９
月
７
日
に
突
然
の
バ
イ
ク
事
故

で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

　

宮
川
さ
ん
は
、「
不
当
解
雇
を
撤

回
さ
せ
職
場
へ
復
帰
」
を
何
よ
り

も
熱
望
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
希

望
を
実
現
す
る
直
前
で
亡
く
な
っ

た
こ
と
は
、
痛
恨
の
極
み
で
す
。

　

宮
川
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
と
こ

ろ
は
、
ま
ず
行
動
す
る
人
だ
っ
た

こ
と
で
す
。

　

宮
川
さ
ん
が
中
心
と
な
り
13
年

12
月
９
日
に
厚
生
年
金
保
険
者
資

格
を
申
請
し
、
15
年
７
月
８
日
付

で
宮
川
さ
ん
ら
不
当
解
雇
者
３
名

に
資
格
が
確
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
が
土
台
と
な
っ
て
、
16
年
１
月

１
日
付
で
、
昭
和
で
働
く
労
供
労

働
者
43
名
に
資
格
が
確
定
し
、
さ

ら
に
、
正
社
員
と
同
じ
ト
ラ
ッ
ク

健
保
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

宮
川
さ
ん
の
行
動
力
が
出
発
点
と

な
り
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
後
、
今
年
８
月
24
日
付
で

墨
田
職
業
安
定
所
の
所
長
か
ら
昭

和
運
輸
の
社
長
に
対
し
て
、
こ
の

間
の
実
態
調
査
を
ふ
ま
え
た
結
果

と
し
て
「
日
雇
雇
用
保
険
か
ら
一

般
雇
用
保
険
へ
切
り
替
え
る
『
依

頼
文
書
』」
が
出
さ
れ
、さ
ら
に
『
指

導
文
書
』
で
９
月
26
日
を
期
限
と

す
る
通
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
運
輸
は
「
派
遣

会
社
ク
レ
イ
ブ
に
切
り
替
え
る
の

で
『
日
雇
か
ら
一
般
へ
の
切
り
替

え
は
必
要
な
し
』」
と
い
う
姿
勢
を

打
出
し
て
対
抗
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
社
の
姿
勢
は
労
働
者
派

遣
法
違
反
で
す
。40
条
の
９
で
、「
派

遣
先
会
社
に
、
そ
の
会
社
を
離
職

し
て
一
年
以
内
の
労
働
者
の
派
遣

受
け
入
れ
を
禁
止
」
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
35
条
の
５
で
労
働
者
派
遣

の
禁
止
条
項
と
し
て
、「
派
遣
元
会

社
に
、
40
条
の
９
に
抵
触
す
る
と

き
は
、
労
働
者
派
遣
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
違
法
行
為
は
、
最
終

的
に
は
派
遣
事
業
の
取
り
消
し
も

含
む
重
大
な
こ
と
に
つ
な
が
る
だ

け
に
、
会
社
側
の
姿
勢
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

裁
判
も
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎

え
て
い
ま
す
。
支
援
共
闘
会
議
は
、

昭
和
運
輸
の
違
法
行
為
を
許
さ
ず
、

宮
川
さ
ん
の
志
を
受
け
継
ぎ
、「
昭

和
運
輸
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
」
の

勝
利
に
む
け
て
断
固
闘
い
ぬ
く
も

の
で
す
。

昭
和
運
輸
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
⑹

自
治
労
組
合
員
宮
川
さ
ん
の

　

志
を
受
け
継
い
で
闘
お
う

昭
和
運
輸
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
支
援
共
闘
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長　

宮
本　

恒
雄

第２回
幹事会

細
目
、
③
秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
（
10
月
６
日
実
施
予
定
の
上
野

公
園
ミ
ニ
ツ
ア
ー
）
の
実
施
細
目
、

④
新
春
の
集
い
実
施
日
、
⑤
10
周

年
記
念
事
業
等
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
に
、
例
年
同
様
小
石

川
後
楽
園
涵
徳
亭
で
開
催
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
カ
レ
ン
ダ
ー
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

10
周
年
記
念
事
業
の
検
討
を
始

め
ま
し
た
。
手
始
め
に
、
上
部
団

体
（
都
労
連
、
自
治
労
東
京
、
都

庁
職
対
応
の
退
職
者
組
織
）
と
各

単
会
の
記
念
事
業
実
施
内
容
を
調

査
し
、検
討
委
員
会
と
し
て
イ
メ
ー

ジ
を
共
有
し
て
か
ら
、
実
施
時
期
・

新
春
の
集
い
17

10
周
年
記
念
事
業

内
容
の
検
討
を
始
め

る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ア
イ
デ
ィ
ア
を

寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
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強
行
採
決
の
日
か
ら
ま
る
１
年
。

９
月
19
日
の
戦
争
法
廃
止
！
国
会
正

門
前
行
動
に
２
万
３
千
人
、
雨
の
中
、

退
職
者
会
は
10
人
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
、
民
進
党
岡
田
代
表
、
共

産
党
志
位
委
員
長
、
社
民
党
福
島
副
党

首
、
野
党
共
闘
で
当
選
し
た
岩
手
の

木
戸
口
議
員
（
生
活
の
党
）
が
参
加
し
、

「
引
続
き
野
党
共
闘
を
進
め
、
市
民
と

の
連
携
の
力
で
安
倍
政
権
を
打
倒
し

よ
う
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

　

市
民
の
力
で
安
倍
政
権
の
暴
走
を

止
め
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
集
会
で

し
た
。
ま
た
、
全
国
400
カ
所
以
上
で

も
集
会
や
デ
モ
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

戦争法強行採決一周年

許さない！原発再稼働闘いはここから

    

福
島
原
発
事
故
か
ら
５
年
半
。
９

月
22
日
、「
さ
よ
う
な
ら
原
発
・
さ
よ

う
な
ら
戦
争
大
集
会
」
が
代
々
木
公

園
で
開
催
さ
れ
、
朝
か
ら
の
激
し
い
雨

に
も
関
わ
ら
ず
１
万
人
近
く
が
結
集
、

退
職
者
会
も
８
人
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
前
日
の
21
日
に
「
高
速
増
殖

炉
も
ん
じ
ゅ
の
廃
炉
」
が
決
ま
り
ま

し
た
が
、
政
府
は
も
ん
じ
ゅ
12
兆
円

の
無
駄
遣
い
を
反
省
し
て
い
ま
せ
ん
。

福
島
で
は
避
難
指
示
解
除
に
よ
る
住

宅
支
援
の
打
ち
切
り
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
フ
ク
シ
マ
を
風
化
さ
せ
ず
、
原

発
再
稼
働
を
止
め
る
た
め
に
闘
い
続

け
る
決
意
を
固
め
た
集
会
で
し
た
。

　

９
月
25
日
、
東
京

清
掃
第
86
回
定
期
大

会
が
連
合
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
丹
野

副
会
長
は
、「
公
共

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

清
掃
事
業
の
質
的
向

上
に
は
直
営
化
が
不

可
欠
。
阪
神
淡
路
大

震
災
を
契
機
に
、
直

営
の
重
要
性
が
再
認

識
さ
れ
た
。
熊
本
被

災
支
援
に
東
京
23
区

が
対
応
で
き
な
か
っ

た
の
は
極
め
て
残

念
だ
。
美
濃
部
都
政

で
清
掃
事
業
は
大
転

換
し
た
。
今
も
大
転

換
の
時
期
だ
。
是
非

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

桐
田
委
員
長
は
大

会
開
催
に
あ
た
り
、「

質
の
高
い
公
共
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
の
清
掃

事
業
確
立
へ
向
け
、

地
域
・
市
民
と
の
連

携
・
連
帯
が
重
要
。

自
治
研
運
動
を
さ
ら

に
強
化
し
た
い
。
参

東京清掃第８６回定期大会
組織強化が重点課題

院
選
の
結
果
、
改
憲
勢
力
が
３
分

の
２
に
な
っ
た
が
、
福
島
、
沖
縄

で
は
現
職
閣
僚
を
破
っ
た
。
政
治

闘
争
を
一
層
強
化
し
た
い
。
重
点

課
題
は
組
織
強
化
だ
。」
と
闘
い
の

方
向
性
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
主
な
議
論
は
、
①
犠
牲

者
救
済
資
金
と
職
場
オ
ル
グ
体
制

の
あ
り
方
、
②
人
権
闘
争
の
推
進
、

③
清
掃
一
組
の
異
動
基
準
対
処
方

法
、
④
青
年
部
活
動
強
化
で
し
た
。

　

組
合
員
の
減
少
が
続
き
、
実
質

的
な
委
託
化
が
拡
大
す
る
な
ど
、

東
京
清
掃
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
現
役
世

代
の
一
層
の
奮
闘
を
期
待
し
ま
す
。


